
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

＜学力向上の基本方針＞
教員研修
・ メンターを取り入れた校内研修の実施

・ 小・中学校間の合同研究、当別町学校教育研究推進協議会を核とした研修の推進

指導方法の工夫改善
・ 習熟度別少人数指導による下位層の底上げ ・ 学校改善プランの着実な実施

・ 授業改善推進チームを活用したアクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業改善の推進

児童の自発的学習への支援
・ 家庭学習の内容の工夫と定着に向けた取組 ・ 小中一貫した学習規律の徹底

一貫教育の推進
・ 小中９年間を見通し、指導内容の連続性や系統性を重視した教育課程の実施

・ 一貫教育推進講師（算数・外国語活動）の効果的な活用

・ 教科担任制への円滑な移行を見据えた中学校教諭による小学生への指導

長期休業中の学習サポートや「土曜教室」の
開催、放課後学習の実施、各学校で「家庭学
習の手引き」を発行し、家庭学習ノートの添削
評価を丁寧に行うなど、児童の自発的学習へ
の支援を行ったことにより、児童の家庭学習
の習慣の定着につながったと考えられる。

○

各学校において、補充的な学習の指導を行っ
たことにより、全国の「正答数の少ない層」と
同じ範囲に含まれる児童の割合が全国を下
回るなど、学習内容の定着につながったと考
えられる。

○

○

○

○
教　　　科

○

学校質問紙

○

○ 全ての学校が、「調査対象学年の児童に対する算
数の指導として、前年度までに、補充的な学習の
指導をよく行った」と回答している。

【当別町の学力向上策】

「家で、学校の授業の予習・復習をしている」と回
答した児童の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

○ 各校において、学校改善プランを策定し、着
実に実施したことにより、平均正答率の全国
との差が縮まったと考えられる。

■当別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校 、児童数：114人）

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

【全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる児童の割合】

注）全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる児童の割合を示したグラフ

 【平均正答率】

国語Ａでは、「書くこと」「読むこと」で全国を上回っ
ている。

算数Ａでは、「図形」「数量関係」で全国を上回って
いる。

国語Ａ・Ｂ、算数Ｂにおいて、全国の「正答数の少
ない層」と同じ範囲に含まれる児童の割合が全国
を下回っている。

○

○

○

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）

算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

理科（物質）

理科（エネルギー）

理科（生命）

理科（地球）

当別町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

38.6 

36.3 

27.7 

42.1 

34.6 

34.9 

17.5 

22.0 

27.3 

7.1 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

全道

全国

家で、学校の授業の予習・復習をしていますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

100.0 

46.8 

41.8 

48.2 

52.5 

4.5 

5.2 

0.1 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

全道

全国

調査対象学年の児童に対する算数の指導として、前年度までに、補充的な学

習の指導を行いましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

2
4

.5

2
4

.1

2
2

.3

2
0

.2

2
2

.2

2
2

.0

10.0

20.0

30.0

当別町 北海道 全国

国語Ａ

平成29年度 平成30年度

2
2

.7

2
4

.8

2
3

.2

1
6

.7

2
0

.4

1
8

.6

10.0

20.0

30.0

当別町 北海道 全国

国語Ｂ

平成29年度 平成30年度

2
8

.2

2
9

.5

2
7

.3

2
7

.1

2
5

.7

2
4

.3

10.0

20.0

30.0

当別町 北海道 全国

算数Ａ

平成29年度 平成30年度

3
1

.9

3
3

.7

3
0

.51
9

.3

2
2

.2

1
9

.6

10.0

20.0

30.0

当別町 北海道 全国

算数Ｂ

平成29年度 平成30年度

69 

53 
62 

49 

59 

70 

53 

62 

49 

59 

70.7 

54.7 

63.5 

51.5 

60.3 

40

50

60

70

80

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

当別町

北海道

全国

1.8

- 158 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【平均正答率】

＜学力向上の基本方針＞
教員研修
・ メンターを取り入れた校内研修の実施
・ 小・中学校間の合同研究、当別町学校教育研究推進協議会を核とした研修の推進

指導方法の工夫改善
・ 習熟度別少人数指導による下位層の底上げ ・ アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業改善

・ 学校改善プランの着実な実施

生徒の自発的学習への支援
・ 家庭学習の内容の工夫と定着に向けた取組 ・ 小中一貫した学習規律の徹底

・ 学習意欲の向上につながる、分かる、楽しい授業づくりの取組  ・ キャリア教育の充実

一貫教育の推進
・ 小中９年間を見通し、指導内容の連続性や系統性を重視した教育課程の実施

・ 一貫教育推進講師（数学・外国語）の効果的な活用
・ 教科担任制への円滑な移行を見据えた中学校教諭による小学生への指導

○

○

○

全ての学校が、「言語活動について、国語科だけ
ではなく、各教科、道徳、総合的な学習の時間及
び特別活動を通じて、学校全体として取り組んで
いる」と回答している。

各学校で言語活動の充実を図った授業を
行ったことにより、「生徒の間で話し合う活動
を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす
ることができていると思う」と回答した生徒の
割合が全国を上回ったと考えられる。

○

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていると思う」と
回答した生徒の割合が、全国を上回っている。

○

○

○

　
○

○

○

教　　　科

生徒質問紙

【当別町の学力向上策】

学校質問紙

数学Ａでは、「図形」「関数」、Ｂでは、「図形」で全
国を上回っている。

理科において、全国を上回っている。 長期休業中の学習サポートや「土曜教室」の
開催、放課後学習の実施、各学校で「家庭学
習の手引き」を発行し、家庭学習ノートの添
削評価を丁寧に行うなど、生徒の自発的学
習への支援を行ったことにより、全国の「正答
数の少ない層」と同じ範囲に含まれる生徒の
割合が全国とほぼ同様になるなど、学習内
容の定着につながったと考えられる。

■当別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、生徒数：118人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

　【生徒質問紙調査】

　【全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる生徒の割合】

 【学校質問紙調査】

注）全国の「正答数の少ない層」と同じ範囲に含まれる生徒の割合を示したグラフ

国語Ａ、数学Ｂにおいて、全国の「正答数の少な
い層」と同じ範囲に含まれる生徒の割合が全国と
ほぼ同様になっている。
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